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東北大学東北メディカル・メガバンク機構

東北大学産学連携機構イノベーション戦略推進センター

宮城県登米市

【発表のポイント】

 宮城県登米市の特定健康診査に尿中のナトリウム・カリウム比（以下、尿ナトカリ

比）測定を 2017 年度から 2 年間導入し、両年度にわたる約 1.3 万人の参加者

について収縮期血圧のデータと共に解析しました。

 尿ナトカリ比値の低下は、体格や飲酒量の変化と独立して収縮期血圧の低下と

関連することが明らかになりました。

 2 年目に尿ナトカリ比と収縮期血圧値が低下したことから、尿ナトカリ比の測定

が住民全体の血圧に好影響を与える可能性が示されました。

【概要】

食塩の摂りすぎは高血圧の原因となります。一方、野菜や果物などに含まれるカ

リウムを多く摂取することで血圧が低下するといわれています。ナトリウムとカリウムの

バランスを表す指標として、尿中のナトリウム・カリウム比（尿ナトカリ比）を測定する

方法があります。東北大学東北メディカル・メガバンク機構および東北大学産学連

携機構イノベーション戦略推進センター革新的イノベーション研究プロジェクト（以

下、COI 東北拠点）注 1 と、宮城県登米市との共同研究チームは、2017・2018 年度

と 2 年間にわたり同市における特定健康診査（以下、特定健診）会場で尿ナトカリ比

を測定しました。両年ともに尿ナトカリ比値と特定健診の情報が得られ 12,877 人を

対象に、尿ナトカリ比や血圧の経年変化を検討した結果、尿ナトカリ比の低下は体

格や飲酒量の変化と独立して収縮期血圧の低下と有意な関連を示しました。

加えて、初年度と比べて 2 年目で尿ナトカリ比や収縮期血圧値が低下したことが

明らかとなったことから、地域での尿ナトカリ比測定が住民全体の血圧に好影響を

与える可能性が示されました。

本研究成果は、2020 年 8 月 17 日に Hypertension Research 誌電子版に掲載

されました。

“ナトカリ比測定”が集団に対する高血圧対策に 
有効な可能性を確認

～塩と野菜の摂取バランスと血圧との関連を確認～ 



 本研究は、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の研究成果展開事業

「センター・オブ・イノベーション（COI）プログラム」（JPMJCE1303）の支援を受け

て行われました。 



 

 

 
【詳細】 
 日本での高血圧者の推計者数は 4,300 万人と言われており（参考：三浦ら, 2013, 
doi: 10.1253/circj.cj-13-0847. ）、世界では成人の 3 人に 1 人が高血圧と推測され

ています（参考：WHO,A grobal brief on HYPERTENSION 2013）。高血圧は心疾

患や脳卒中などの重大な病気につながるため、国内外において非常に重要な問題と

されています。高血圧の主な原因の一つとして食塩の摂りすぎが挙げられます。一方

で野菜や果物などに含まれるカリウムを多く摂取することで血圧が低下するという研究

報告があります。 
 日本高血圧学会のガイドラインにおいても高血圧予防のために減塩（ナトリウム）と、

野菜や果物の摂取（カリウム）の増加を勧奨しており、近年ナトリウムとカリウムのバラン

スを表す指標としてナトリウム・カリウム比（以下、ナトカリ比）が注目されています。ナト

カリ比が高いほど食事中の食塩摂取量が多い、あるいはカリウムが不足している可能

性があります。このナトカリ比は尿中に反映されるため、東北メディカル・メガバンク機

構および COI 東北拠点では、近年開発されたナトカリ計(HEU-001F; Omron 
Healthcare Co., Ltd. ：尿ナトカリ比を簡便に測定可能)（図 1）を用いた測定を

実施し地域の保健事業に活用する方策を検討しています。 
2017年度より東北メディカル・メガバンク機構およびCOI東北拠点は、宮城県登米

市と連携して、特定健診時に尿ナトカリ比の測定をモデル的に導入しました。特定健

診会場で尿ナトカリ比を測定し、その場で健診受診者に測定結果と尿ナトカリ比に関

する情報を提供しています（図 2）。 
 本研究では、2017・2018 年度ともに特定健診時に尿ナトカリ比を測定し、その他の

特定健診の情報が得られた 12,877 人を対象に、尿ナトカリ比の低下が収縮期血圧

の低下と関連するのか、また初年度と比べ 2 年目で特定健診時に測定した尿ナトカリ

比や収縮期血圧がどのように変化したのか、検討を行いました。その結果、尿ナトカリ

比の低下は体格や飲酒量の変化と独立して収縮期血圧の変化と有意な関連を示し

たことが分かりました（図 3）。また高血圧に影響を与える要因といわれている体格や

飲酒量が 2 年間で変化しなかったにも関わらず、初年度と比べて 2 年目で尿ナトカリ

比や収縮期血圧値が統計学的に有意に低下したことが明らかとなりました（尿ナトカリ

比および収縮期血圧の平均値は 2017 年度：5.4±3.0、132.1±17.9mmHg、2018
年度：4.9±2.2、130.9±17.4mmHg）。さらに他の生活習慣の要因を考慮してもな

お、尿ナトカリ比高値は、高血圧有病率と関連していたことも分かりました。 
今回の研究では、尿ナトカリ比測定後の住民の食行動に関する詳細な情報（塩分

摂取量等）までは得ることができなかったため、尿ナトカリ比や血圧が低下した原因を

特定することはできませんでした。ただ、地域全体で尿ナトカリ比や血圧が低下したこ

とから、特定健診会場で尿ナトカリ比を測定しその場で測定結果を返却したことが、住

民の減塩や野菜摂取量の増加などの行動変容を促した可能性があります。  
以上の結果より、地域での尿ナトカリ比測定が住民全体の血圧に好影響を与える可



能性が示されました。これらの結果を受け、登米市ではその後の 2019・2020 年度も

特定健診会場で尿ナトカリ比の測定を継続しています。今後も更なる解析を続け、地

域の健康に貢献していきます。 
 
 
【用語説明】 
注1. 革新的イノベーション研究プロジェクト（COI 東北拠点）：東北大学と複数の企

業を中核機関とし、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の研究成果

展開事業「センター・オブ・イノベーション（COI）プログラム」（JPMJCE1303）
の支援を受け、日常生活におけるさりげない健康情報の収集により健康で生

きがいあふれた社会の創生をめざしている（http://www.coi.tohoku.ac.jp/）。 
研究拠点名：さりげないセンシングと日常人間ドックで実現する自助と共助の

社会創生拠点  

http://www.coi.tohoku.ac.jp/


 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1. 尿ナトカリ計（HEU-001F; OMRON Healthcare Co., Ltd., Kyoto, Japan） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2. 特定健診受診者に提供している尿ナトカリ比測定値に関する結果票 
  



 
標準化回帰係数：1 標準偏差上昇あたりの変化量 
 
尿ナトカリ比の低下は体格（body mass index）、飲酒量の変化と独立して収縮期血

圧の低下と関連したことがわかった 
 
図 3. 尿ナトカリ比値変化と血圧値変化との関連  

解析対象者 (12,877 人) 標準化回帰係数 P 値 

性別 (対 男性) 0.05 ＜0.01 

年齢 0.02 ＜0.01 

BMI の差 (2018 年度－2017 年度) 0.13 ＜0.01 

飲酒量の差 (2018 年度－2017 年度) 0.03 ＜0.01 

尿ナトカリ比値変化 (2018 年度－2017 年度) 0.10 ＜0.01 
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